





































































































































































































素 象 Ａ Ｂ Ｃ ， Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ
'Ｐ戸 齢 2４ 6１ 4６ 3 4８ 6１ 2０ 2１
生別 男 女 男 女 女 男 女 男
















病室 ｜ノ 上部屋 個室 個 大 屋 個 大 屋 個 個室































































































苦痛項目 Ａ Ｂ Ｃ ， Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ
｢治療中の
苦痛症状」の
中で苦痛な
項目に対す
る介入
不眠
動悸
嘔気・嘔吐
イライラ感
眠れると、時間が早
<たっていいけど、
眠れる点滴しても
効かないし、何をし
ても無理だと思う。
症状なし
何をしても無理だ
と思う。吐き気止め
は効きめがない。
あまり辛い時に話
かけられたくない
が､落ち着く時があ
る。カフェイン外す
と気持ち的に楽､時
間どうりに終了し
てほしい
眠ると吐き気もな
いし、息苦しい感じ
もないし、眠れる点
滴をしてもらうよ
うにしているが、熟
眠感がない。
｢吐き気止めいれ
てあるよ」と言われ
ると安心する。
症状なし
精神科に受診し眠
れるようになった。
症状なし
ナウゼリン坐薬を
使ってから少しは
よくなっている。
時間がたたないの
でイライラする。
イライラに対して
は耐えるしかない。
できればずっと寝
ていたい。夜が寝れ
るならまだよい。
症状なし
嘔気止めは効きめ
がない｡薬を側注さ
れると吐き気が増
すので空ボトルに
入れてほしい。
カフェインが遅れ
ても時間通りに終
わらせてほしい。ス
トレスになる、残り
は破棄で｡予定終了
時間以降は我慢で
きない。
精神科受診がよか
った。日中でも２時
間ぐらい寝れたか
らよかった◎
症状なし
精神科の医師に胃
液をとめる作用の
ある眠剤を処方し
てもらえたのでひ
どくなかった。
精神科医師の訪室
で安心した。
眠剤はもたない｡治
療をかえないとこ
の症状は改善しな
いと思う。
症状なし
症状あったが副作
用だし仕方がない
と思っている。
ポンプの数を減ら
したり、耳栓をする
とイライラが減る。
日中も眠れる点滴
をしてもらえると
うれしい。少しでも
寝て時間がすぎれ
ぱいいと思う。
症状なし
症状なし
注射をするとイラ
イラ少し落ち着く
眠れるものならず
っと眠らしてほし
い。意識をなくし
てほしい眠れる点
滴すると、何か起
こると嫌なのでし
ない
症状なし
食事のにおいで吐
き気が増すので、
治療中は食事を部
屋に持ってきてほ
し<ない。
症状なし
治療中の環
境について
の苦痛に対
する介入
排泄方法
行動範囲が限ら
れること
病室の明るさ家
族・同室者
の話し声
点滴の器械の音
食事や薬のにお
い
看護師の検温や
訪室について
尿意が頻回で(座位
で)尿器でするのが
つらいが尿道留置
カテーテルよりは
いい。
尿道留置カテーテ
ルはイライラして
落ちつかなくなる
動くと気晴らしに
なるので動けると
きは動いている。
明るいのもつらい
けれど､暗いのも寝
ないといけないと
思うしつらい。大部
堅は騒がしいので
個室は静かでいい
と思った。
日中は子供の声や
放送など大きな音
が気になる。
訴えなし
においは敏感だが
食事や尿のにおい
は気にならない。
看護師の訪室に対
して観に来てくれ
て安心。
検温は苦痛ではな
い。
医師がくると安心
する。回診は少人数
ならいい。
尿道留置カテーテ
ルがつまる、誘導し
ないと出てこない
のが恐い。
横になれないのは
つらい。仕方ないと
思って我慢してい
る ロ
病院の院内放送が
気になる。少し暗く
て静かな所がいい。
輸液ポンプの音は
嫌、
訴えなし
看護師の声かけは
安心する。来ない時
間が長いと不安に
なる◎
尿道留置カテーテ
ルは挿入時のみ浦
い。
意識のはっきりし
ない時は大丈夫だ
が、意識のはっきり
している時は、かな
り苦痛だった
訴えなし
訴えなし
訴えなし
看護師の訪室は気
にならない。夜中の
尿測は少し気にな
るときがある。夜中
目覚めるのは望ま
し<ない。
トイレに移ること
が危ないので尿道
留置カテーテルの
挿入は仕方がない。
好きなように動け
ないから仕方ない。
訴えなし
輸液ポンプの音は
走ってきて止めて
ほしい｡輸液ポンプ
のアラームが鳴る
前に止めてほしい
(薬のにおい）カラ
ボトルに入れてほ
しい゜
何回も観てもらえ
れば安心する。夜中
の尿測は気が付い
ていない｡逆に何も
されない方が不安
になる。
動けないから仕方
がない。
足が動かせないの
がつらい。介入して
ほしいことは特に
ない◎
個室はよかった。大
部屋は心配､個室は
好きに電気の点灯
が出来るのでいい。
寝れないときは気
になった
訴えなし
たくさんの人から
守られていると感
激した。
検温･尿測は気にな
らない。
尿道留圃カテーテ
ルの使用によって
気力が減退するの
で､尿器で自排尿す
るようにしている。
頭がはっきりして
いるのに動けない
のがつらい
同室者の音は仕方
ないと思う。
輸液ポンプの音は
仕方ないと思う。
自分の食事は止め
てもらっており、同
室者のは少し気に
なるくらい。
検温・尿測は気にな
らない。治療だから
仕方がない。
尿道留置カテーテ
ルを入れられるな
らオムツの方がい
い｡
動けないからどう
しようもない
個室で部屋を暗〈
しているのでよい。
話し声や検温も嫌。
治療中は個室がい
い｡廊下の騒音も気
になる。
訴えなし
訴えなし
尿測は気にならな
い。時間の目安にな
る ｡
尿道留置カテーテ
ルは自分で排尿し
ている感覚がない
ので、最初は違和
感があった。尿器
での排尿は体を起
こしてしていたの
で、吐き気が強く
なり、つらかった。
仕方がない
売店の声が気にな
る治療中は部屋の
スピーカーの音を
小さくし、ドアを
閉めているので、
放送や廊下の音は
気にならない。
訴えなし
食事のにおいは
嫌。治療中は食事
を部屋にもってき
てほし<ない。
尿測・検温は気に
ならない。思うよ
うに話せなくなる
ので、検温は「は
い」か「いいえ」
で答えられる質問
がいい。
